
構
造
転
換
の
梃
子
と
な
る
環
境
危
機
（
２
０
０
８
・
７
・
１
） 

  

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
北
部
の
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
と
い
わ
れ
る
北
極
圏
内
を
旅
行
し
た
。
現
在
で

は
数
万
人
程
の
少
数
に
な
っ
て
い
る
が
、
先
住
民
族
で
あ
る
サ
ー
ミ
民
族
が
ト
ナ
カ
イ
の
放
牧
を
し
て
い
る
土
地
で
あ
る
。

夜
半
に
な
っ
て
も
薄
暮
の
青
空
を
背
景
に
、
森
林
と
湖
沼
が
数
百
㌔
㍍
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
連
続
す
る
日
本
に
は
な
い
無

人
の
光
景
に
は
圧
倒
さ
れ
た
が
、
も
う
一
点
、
感
心
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

今
回
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
番
組
の
制
作
の
た
め
に
旅
行
し
た
の
で
、
連
日
、
撮
影
し
な
が
ら
数
百
㌔
㍍
を
移
動
し
、
最
後
は

僻
地
の
寒
村
の
一
軒
し
か
な
い
旅
館
に
宿
泊
す
る
と
い
う
生
活
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
旅
館
の
す
べ
て
で
高
速
の
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
が
無
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
道
沿
い
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
同
様
で

あ
っ
た
。
日
本
で
い
え
ば
、
奥
羽
山
脈
の
奥
深
い
温
泉
旅
館
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
自
由
に
利
用
で
き
る
と
い
う
状
況
で
あ

る
。 

 

そ
こ
で
北
欧
諸
国
の
最
新
の
情
報
通
信
基
盤
整
備
を
調
査
し
て
み
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
人
口
あ
た
り
の
普
及
は
一

位
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
二
位
デ
ン
マ
ー
ク
、
四
位
ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
六
位
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
の
普
及
で
は

一
位
デ
ン
マ
ー
ク
、
四
位
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
五
位
ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
七
位
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
同
様
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て

も
、
一
位
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
三
位
デ
ン
マ
ー
ク
、
五
位
ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
九
位
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
、
す
べ
て
一
桁
の
順
位
で
あ

る
。 

 

参
考
ま
で
に
、
日
本
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
比
率
こ
そ
世
界
八
位
で
あ
る
も
の
の
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
の
普
及

は
一
三
位
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
は
二
一
位
と
い
う
の
が
現
在
の
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
北
欧
諸
国
が
情
報
通
信
先

進
国
家
に
な
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
日
本
の
面
積
以
上
の
広
大
な
国
土
に
日
本
の
数
％
に
相
当
す
る
人
口
し
か
生
活
し
て
い

な
い
と
い
う
分
散
社
会
へ
の
対
応
と
い
う
側
面
が
あ
る
が
、
も
う
一
点
、
環
境
先
進
国
家
で
あ
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。 

 

日
本
で
は
炭
素
の
排
出
に
比
例
し
た
課
税
を
す
る
税
制
が
現
在
で
も
議
論
の
段
階
で
、
実
施
さ
れ
る
か
ど
う
か
も
明
確
で

は
な
い
。
と
こ
ろ
が
北
欧
諸
国
で
は
、
一
九
九
〇
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
世
界
で
最
初
に
導
入
し
、
九
一

年
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
九
六
年
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
二
〇
年
近
く
以
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
は
戦
前
か
ら
、
東
欧
諸

国
や
ド
イ
ツ
か
ら
越
境
し
て
く
る
硫
黄
化
合
物
や
窒
素
化
合
物
に
よ
る
酸
性
雨
の
被
害
に
直
面
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
税
制
は
産
業
に
不
利
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
導
入
す
る
ま
で
の
期
間
、
先
行
し
た
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
工
場
が
デ
ン
マ
ー
ク
に
移
動
す
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
梃
子
と
し

て
情
報
産
業
へ
の
転
換
が
加
速
さ
れ
、
通
信
基
盤
整
備
も
促
進
さ
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
因
果
関
係
で
は
な
い
が
、
世
界

の
携
帯
電
話
の
三
割
を
生
産
す
る
ノ
キ
ア
や
携
帯
電
話
の
重
要
特
許
を
保
有
す
る
エ
リ
ク
ソ
ン
の
台
頭
に
は
、
こ
の
よ
う
な

背
景
が
あ
る
。 

 

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
目
前
に
し
て
、
日
本
で
も
温
室
効
果
ガ
ス
に
つ
い
て
の
国
別
削
減
目
標
や
産
業
分
野
ご
と
の

削
減
目
標
の
設
定
、
さ
ら
に
は
炭
素
に
課
税
す
る
税
制
に
つ
い
て
議
論
が
活
発
で
あ
る
が
、
企
業
は
前
向
き
と
は
い
え
な
い
。

主
要
な
理
由
は
国
際
的
競
争
力
を
脆
弱
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
の
産
業
構
造
を
前
提
と
す
れ
ば
間
違
い

の
な
い
事
実
で
あ
る
し
、
巨
大
な
工
業
国
家
で
あ
る
日
本
が
簡
単
に
情
報
産
業
国
家
に
転
換
で
き
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
日
本
の
自
動
車
製
造
業
は
過
酷
と
も
い
え
る
ア
メ
リ
カ
の
排
気
ガ
ス
規
制
を
世
界
で
最
初
に
突
破
す
る
こ
と
で

世
界
に
躍
進
し
、
日
本
の
二
次
産
業
全
体
も
石
油
危
機
を
梃
子
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
飛
躍
さ
せ
世
界
で
一
流
に
な
っ

た
。
国
家
の
規
模
が
相
違
す
る
と
し
て
も
、
自
身
に
一
見
不
利
な
規
制
を
突
破
す
る
こ
と
に
よ
り
構
造
転
換
を
し
た
北
欧
諸

国
を
参
考
と
し
て
、
日
本
も
次
代
の
産
業
構
造
を
目
指
す
戦
略
を
立
案
す
べ
き
で
あ
る
。 


